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令和元年浦安市教育委員会第 10 回定例会

Ⅰ．日 時 令和元年 10 月 10 日（木）

開 会 午後３時 05 分

閉 会 午後４時 14 分

Ⅰ．場 所 市役所４階 Ｓ５，６会議室

Ⅰ．進 行 教 育 長 鈴 木 忠 吉

Ⅰ．出 席 委 員 教 育 長 職 務 代 理 者 宮 道 力

委 員 宮澤 ミシェル

委 員 舘 里 枝

委 員 吉 野 則 子

Ⅰ．出席説明者 教 育 総 務 部 長 白 石 嘉 雄

教 育 総 務 部 参 事 大 友 隆 司

教 育 総 務 部 次 長 醍 醐 恵 二

教育総務部副参事（教育総務課長） 河 野 良 江

教 育 政 策 課 長 宇田川 知 久

教 育 施 設 課 長 須 賀 真

学 務 課 長 大 和 利 光

学 務 課 主 幹 鈴 木 明 美

指 導 課 長 丸 山 恵美子

教 育 研 究 セ ン タ ー 所 長 山 本 典 子

千鳥学校給食センター第一調理場 前 田 唯 一

・第二調理場・第三調理場所長

生 涯 学 習 部 長 八 田 吉 浩

生 涯 学 習 部 次 長 髙 梨 晶 子
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生涯学習部副参事（生涯学習課長） 島 﨑 浩 一

生 涯 学 習 課 主 幹 斉 藤 恭 一

市 民 ス ポ ー ツ 課 長 望 月 勇 人

青 少 年 セ ン タ ー 所 長 小 澤 浩 一

郷 土 博 物 館 長 金 子 義 則

高 洲 公 民 館 長 小 林 順 子

中 央 公 民 館 長 川 口 雅 之

堀 江 公 民 館 長 三 浦 正 志

富 岡 公 民 館 長 堀 木 和 久

当 代 島 公 民 館 長 河 野 純 栄

美 浜 公 民 館 長 本 多 浩 美

日 の 出 公 民 館 長 岡 本 修 司

中 央 図 書 館 長 加 藤 竜 治

Ⅰ．傍 聴 人 １名

Ⅰ．案 件

第１.会議録の承認

第２.教育長からの一般報告

第３.審議事項

第４.協議事項

第５.報告事項

１.行事開催案内

(1) 令和元年度浦安市子ども作品展の開催について

(2) 令和元年度第 39 回市美術展の実施について

(3) 令和元年度市民まつり青少年音楽祭 2019 の実施について
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(4) 郷土博物館 秋の企画展の開催について

２.行事・会議報告

(1) 令和元年度第３回定例社会教育委員会議報告

(2) 第３回浦安市写真展開催報告

(3) 令和元年度うらやすこどもクエスト開催報告

３.その他・報告事項

(1) 教育委員会への委任事項の内、教育長が臨時代理した事項に関する報告につい

て

(2) 教育委員会共催・後援行事一覧

(3) 令和元年度夏季自己啓発研修受講状況報告

(4) 青少年相談事業の拡充について

第６.その他
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開 会 （午後３時 05 分）

鈴木教育 長 これより、令和元年浦安市教育委員会第 10 回定例会を始める。

それでは、議事に入る。

議事の第１．会議録の承認に入るが、本日の上程はない。

次に、議事の第２．教育長からの一般報告に移る。

私から報告する。

初めに、教育長職務代理者の指名についてである。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 13 条第２項の規定に基

づき、あらかじめ指名する委員を宮道力委員とし、教育長職務代理とし

て指名したことを報告する。

２点目は、小学校の評価の２期制についてである。

以前にも報告しているが、本市の小学校では、今年度より年間の教育

課程を前期と後期の２期に分けて取り組んでおり、入船小学校は 10 月

４日に、その他の小学校は 10 月 11 日で前期を終え、子どもたちに前期

の評価を示すこととなる。小学校の評価の２期制は、校長会で２年間の

検討を重ね、市内小学校全校で取り組んでいる。授業時間数の確保や年

間行事等の精選など、様々な課題の解決に向けて取り組んでいる最中と

なるため、今後、その経過や結果等も含め、様々な視点や角度から評価

していきたいと考えている。

中学校については、高校受験の調査書の作成の時期、あるいは対外的

な部活動の大会等、小学校とは異なる課題もあるため、３学期制の評価

を維持しているが、今後、検討課題としている。

３点目は、郷土博物館で現在開催中のふるさと浦安作品展についてで

ある。

子どもたちの夏休みの課題として、今年度は 1,709 点の作品の応募が

あり、そのうち 57 点が入賞した。10 月 12 日に作品発表会と表彰式を予

定していたが、台風の影響で中止することとした。表彰状等は、後日、

学校に届ける予定である。
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４点目は、平和への願い 2019 についてである。

９月 29 日に浦安市文化会館大集会室にて長崎の語り部による被爆体

験講話と、浦安市平和使節団による平和学習青少年派遣事業報告会が開

催された。公立中学校の代表である 18 名の生徒たちが、毎年、長崎の

平和式典に参列し、全国各地の同じ世代の子どもたちとの交流や現地の

フィールドワーク等で学んだことを報告会という形で発表した。子ども

たちが自分の言葉で平和の尊さや人権の大切さを語り、これからの生活

の中でどのように実践していきたいかという決意を聞き、改めて 14 歳

の子どもたちの感性の豊かさと、交流や現地体験の重要性を感じた次第

である。また、報告会には校長先生数名が出席され、自校の子どもたち

に声をかける姿や、うれしそうに応える子どもたちの姿を見て、とても

うれしく感じたところである。

今後、各学校での全校集会や地域文化祭等で発表会の機会を設けると

聞いている。最近、政治家や若者たちの過激な発言を聞いていると、こ

うした取り組みは後世に残していかなくてはいけないのではないかと

強く感じた一方で、語り部の方々が、今年 92 歳と 87 歳と高齢となり、

今後、若い人たちにどのように伝えていくかを憂えていたことが気がか

りであった。

５点目は、９月 27 日に浦安市文化会館大ホールにて開催された第 42

回千葉県特別支援教育連盟振興大会についてである。

「生きがいを感じ、ともに喜び、励まし合える学校・社会を目指して」

というテーマのもと、県内の関係者、発表する子どもたちや保護者など

300 名の来場者をお迎えし、盛大に開催された。隔年開催のこの大会が

浦安市で初めて開催するにあたり、一昨年から本市の学校関係者が準備

をしてきた。様々な準備を通して、特別支援教育の考え方や関係する諸

機関・諸団体との交流なども含めて、教職員の資質向上につながるよい

機会であったと思っている。

今年度、教育委員会でも本市の特別支援教育の在り方や、今後の方向

性について検討委員会を設置し、調査や協議をしており、現場の声を形

にしていきたいと考えている。
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また、学校以外での障がい児への取り組みとしては、昨年度から本市

スポーツ協会が主催するスポーツ体験教室を開催しており、直近では９

月 23 日秋分の日にラグビー協会の協力を得て開催した。ラグビーワー

ルドカップ開催中で、３日前に初戦のロシア戦に日本が快勝したことも

あり、17 人の障がいのある子どもたちが集まり、ラグビーの楽しさを味

わったようである。この企画は大変好評で、なかなか個人ではスポーツ

体験ができない環境にあるという実態から、保護者からとてもよい評価

をいただいている。ラグビー協会の方々がとても親切で、マンツーマン

で子どもたちに接していただき、お互いの理解にもつながるよい事業だ

と改めて感じた。

学校教育でも、10 月３日に総合体育館において、市内中学校の特別支

援学級のスポーツ交流会が開催された。本市では、市内のすべての中学

校に特別支援学級が設置されている。健常児の子どもたちは、部活動や

習い事など、他の学校との交流が比較的多く体験できる環境にあるが、

特別支援学級の子どもたちは、自校内に留まることが多くなってしまう。

年に１回ではあるものの、様々なスポーツ活動の交流を通して、多人数

の集団の中で関係性を学んだり、指導している教職員同士も他校の支援

の在り方を学んだり、ほかの学校の生徒の実態を理解するよい機会にな

ると思っている。この事業は、当初、担当教員のアイデアで複数校にお

いて開催された事業で、その後、校長会の承認の上、市内中学校全校に

おいて教育課程の中で開催されるようになった。また、会場まで公共交

通機関を利用することで、校外活動として実体験する学びにもつながっ

ている。こうした取り組みは評価していきたいと思っている。

６点目は、令和元年度公益財団法人千葉県スポーツ協会功労賞表彰で、

本市のサッカー協会の鳥居和男会長の受賞が決定した。10 月 25 日、第

69 回千葉県民体育大会総合開会式にて表彰式が挙行される。

７点目は、市立幼稚園・認定こども園の運動会についてである。９月

28 日に入船幼稚園、10 月５日にその他 13 の市立幼稚園・認定こども園

の運動会が開催された。９月 28 日は、大変暑い中での開催となったこ

とから、10 月２日の園長会議では、小・中学校の運動会・体育祭での熱
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中症の効果的な対策について紹介し、ぜひ地域や保護者の力を借りてほ

しいと話したところである。当日は、５園の運動会に伺ったが、どの園

も自治会、保護者会の協力を得て万全な体制がなされており、備えが肝

心だと感じた次第である。

以上、一般報告とする。

次に、議事の第３．審議事項及び議事の第４．協議事項については、

本日の上程はない。

次に、議事の第５．報告事項に移る。

１．行事開催案内である。

報告事項の(1)から(4)について、事務局からの説明を求める。

(1) 令和元年度浦安市子ども作品展の開催について、丸山指導課長より説明がなされた。

(2) 令和元年度第 39 回市美術展の実施について、(3) 令和元年度市民まつり青少年音

楽祭 2019 の実施について、島﨑生涯学習課長より説明がなされた。

(4) 郷土博物館 秋の企画展の開催について、金子郷土博物館長より説明がなされた。

鈴木教育 長 ただいま報告がなされた行事開催案内４件に対する質問を受け付ける。

子ども作品展の会場が、文化会館と市役所１階市民ホールでの開催と

なり、距離が離れてしまうが、会場ごとに展示する部門が異なるのか。

丸山指導課長 市役所の中では絵画の展示を行う予定である。

鈴木教育 長 以前、同一の会場でも部屋が離れてしまい、もう一つの会場があるこ

とがわからずに帰ってしまったということもあった。会場の案内をきち

んと周知してほしいと思う。

委 員 青少年音楽祭で、ゲストを１組予定されているようだが、ゲストは、

もう決まっているのか。
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島﨑生涯学習課長 ゲストは前回と同じ「エテルノ・ブラス・クインテット」という金管

五重奏を予定している。

鈴木教育 長 今回、市民プラザが改修工事のため、文化会館での開催となっている

が、来年はまた市民プラザでの開催を予定しているのか。

島﨑生涯学習課長 もともと新浦安駅前の広場を活用した屋外での演奏会を趣旨としてい

る。仮に音楽ホールが空いていれば、控え室として使用することもでき

たが、すでに予約が入っていたため、今回は、文化会館での開催とさせ

ていただいた。来年度以降は、新浦安駅前広場での開催を前提に検討し

ていきたい。

委 員 郷土博物館の秋の企画展は、毎年開催しているのか。

金子郷土博物館長 毎年、夏はふるさと浦安作品展関係の企画展を、冬は海苔の養殖関係

の企画展を行っており、春と秋には、別の企画展を行っている

鈴木教育 長 大塚勉さんの写真展は初めての開催か。

金子郷土博物館長 初めてである。

委 員 大塚勉さんの写真集を１冊 1,000 円で、ミュージアムショップで販売

されているが、毎回このような販売をされているのか。

金子郷土博物館長 企画展の開催にあたり学芸員が調査した内容を報告書としてまとめ、

販売している。写真展の場合は図録集をまとめ、販売する。

、

委 員 毎回 1,000 円程度で販売しているのか。
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金子郷土博物館長 報告書の内容や厚さなどにより、価格を決定している。

委 員 どの程度の売れ行きか。

金子郷土博物館長 販売当初にＰＲを行い、その後も継続的にホームページ等でお知らせ

し、ミュージアムショップで見ていただきながら、購入していただく。

鈴木教育 長 今回の企画展が、大塚勉氏の写真展となった経緯について教えていた

だきたい。

金子郷土博物館長 以前から郷土博物館で大塚勉氏の写真を把握しており、今後、展示リ

ニューアルにも関連することから、その貴重な写真を市民の方々に見て

いただきたいと考え、企画したところである。

委 員 授業の一環で子どもたちが企画展を見に行く機会はあるのか。

金子郷土博物館長 11 月は郷土博物館での学校の授業はなく、学校にも今回の企画展につ

いてお知らせできていない。今後、各学校に案内していきたい。

鈴木教育 長 個人で行くのはもちろんだが、もし学校の授業などで企画展がみられ

るような機会を設けられるとよい。

金子郷土博物館長 今回のように寄贈を受けた場合は、学校にも寄贈があったことを伝え、

学校の授業等で活用していただいている。

鈴木教育 長 全ての学校が見学することは難しいと思うが、博物館活用検討委員を

通じて、学校と連携していただきたい。

次に、行事・会議報告に移る。

報告事項の(1)から(3)については、事前にお配りした資料をもってご

報告とさせていただく。
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行事・会議報告３件に対する質問を受け付ける。

委 員 写真展の高校生の部の応募者が増えていない。今の高校生たちは、性

能の良いカメラで撮るよりも、スマホなどで撮る機会が多いように思う。

スマホ等でもよい写真を撮ることができる。いろいろな子どもたちが参

加できるよう高校生の部に関しては、従来の写真展とは違う方法を検討

してもよいと思う。

島﨑生涯学習課長 高校生の作品が集まらないのは悩ましいところである。県内の高等学

校に学校に作品を出していただくようお願いをしているが、なかなか作

品が集まらないというのが実態である。現状でもスマホ撮影や一眼レフ

撮影などの規定はなく、Ａ４判サイズ以上という条件さえ達成していれ

ばよい。ただ、その点について、伝わっていない可能性も考えられるこ

とから、今後は丁寧にお知らせし、作品を増やしていきたいと考えてい

る。

鈴木教育 長 表彰式に出席したが、高校生の部は東海大学付属浦安高校と東京学館

浦安高校の２校の応募となっている。もう少し周知の方法など検討して

いただきたい。

うらやすこどもクエストの人気が高いようだが、この授業のテーマは

どのように選定しているのか。

小林高洲公民館長 事務局と大学双方で検討し、決定した。

鈴木教育 長 検討に当たっては、子どもからのリクエストを把握しているのか。

小林高洲公民館長 リクエストの把握は特に行っていない。授業後に子どもたちへのアン

ケートを行っているので、今後、アンケートにリクエストの設問を加え

ていきたい。
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委 員 大学の先生は、いろいろなコンテンツを持っていると思うので、子ど

ものアンケートを参考に、ぜひ継続していただきたい。

鈴木教育 長 夏休みを充実させるとてもよい試みだと思う。ぜひ、学校教育ではな

かなか体験できないような内容を選んでいただきたいと思う。

次にその他・報告事項に移る。

報告事項の(2)から(4)については事前にお配りした資料をもって報告

とさせていただく。

(1)について、事務局からの説明を求める。

(1) 教育委員会への委任事項のうち、教育長が臨時代理した事項に関する報告について、

河野教育総務課長より説明がなされた。

鈴木教育 長 それでは、その他・報告事項４件に対する質問を受け付ける。

夏季自己啓発研修受講状況についてだが、数値だけ見ると受講率がと

ても高いようだが、教職員からの感想など聞いているのか。

丸山指導課長 教職員の感想では、満足しているという回答が非常に多かったように

思う。今すぐにでも使えるような学習材の研修については、非常によか

ったという声が多かった。小学校の教員向けに行った実技系を伴う図工

の研修は非常に評価が高かった。来年度から新しい学習指導要領となる

が、趣旨の理解とともに、新しい学力ということで国語科の授業づくり

の講座も非常に満足度が高かったと感じた。

鈴木教育 長 今の大学生の様子を見ている中で、これからの教職員に必要な研修は

どのような内容だと思われるか伺いたい。

委 員 教員同士のいじめの問題については、大学でも１つの大きなテーマと

して取り上げられている。子どもたちのいじめの問題については、徹底

的になくさなければならないというのは共通理解されていると思うが、
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その元となる教職員の中のハラスメントについても改めて意識をし直す

ことも必要があると思う。

鈴木教育 長 小児科医として、今の子どもたちの課題として感じていることがあれ

ばお聞きしたい。

委 員 子どもたちを診察している中では、最近、挨拶ができない子どもが多

くなったように感じている。また、小学校高学年の子どもたちに「この

症状はあるか」という問いかけをしても「うん、熱」といった返答をす

る子どもも多く、たまにきちんと挨拶ができ、聞いたことに対して、受

け答えができる子どもがいると、とても褒めてあげたくなる。

鈴木教育 長 委員が小児科医を 35 年ほどされている中で、30 年前と今では、どの

ような違いがあると思われるか。

委 員 30 年前と今では、保護者に変化があるように思う。30 年前の保護者に

とって常識であったことが、今の保護者には常識ではなくなっている。

戦後の家庭教育の中で、子どものしつけやマナーに対する意識が低下し、

その環境で育ってきた 20 代、30 代、40 代の保護者が今の小学生、中学

生、高校生の保護者になっていることも要因だと感じている。以前、小

学校に健診に伺った際、１年生の子どもが勝手に校長室に入り、校長先

生の椅子をくるくる回して遊んでいる姿を目にした。校長先生に「この

ようなことをさせていいのか」と聞いたところ、「子どもを叱ってしま

うと学校が嫌いになってしまうので、叱れない」とお話になられた。私

は、子どもが学校を嫌いになってしまうことよりも、子どもが将来社会

に出たときに、社会のルールに馴染めないことの方が問題であると思う。

やはりけじめは必要で、先生方も規律を重んじて教育する必要があると

思う。

鈴木教育 長 今の大学生はどのような状況か。
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委 員 大学生も我々が大学生だった頃とは異なっている。常に今の学生たち

の良さを引き出しながら、一般常識を身につけて社会に出ていってもら

うにはどのようにしたらよいかを考えている。それを通常の講義だけで

指導することは難しいので、サークル活動やプライベートの時間を一緒

に過ごすなど、様々な方法で行うよう意識している。上手く学生たちの

意欲を引き出しながら、自分で気づくことのできる仕掛けを心がけてい

る。人にこうやりなさいと言われても、なかなかモチベーションが上が

らない。自分がこうやったほうがよかったと気づくにはどうしたらいい

かを考え、「自分で決めて、自分でやる」という環境をどうしたら作る

ことができるかを常に考えている。

鈴木教育 長 子どもたちには、礼儀や言葉遣い、対応の仕方などの力をつけさせな

ければならないと考えている。スポーツの世界でも、礼儀や相手を重ん

じることは大事だと思うが、いかがか。

委 員 先日、日の出地区でサッカーの大会が行われていたので、車を学校の

前に停めて、どのぐらいのレベルの試合がされているのかと思い、校庭

の外から見ていたところ、50 歳くらいの指導者が近づいて来て、私の車

を指差し、「これ、お宅の？ここに停められると通報されるから、俺た

ちサッカーできなくなるんだよ」と言われた。駐車場について聞いても

「とめるところないよ」と素っ気ない対応をされた。車を自宅に止め、

歩いてグラウンドまで向かったところ、先程の指導者とすれ違ったため、

私から謝罪しても、その指導者は無視して行ってしまった。大人として、

また、同じサッカーに関わる者として、指導者の立場にある人が、その

ような発言や態度をとることは、とても寂しかった。私は非公式な場所

での指導者の対応を見る立場にあり、浦安でそのような対応をしている

指導者いることが悲しかった。

委 員 規律の重要性に関連する事例として、以前、私が顧問をしていた部活
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動では、学生が主体となってセレモニーを企画開催するというものがあ

った。大学生は、社会人になる直前であるため、会社と同じようにすべ

て学生に運営をさせる。自分たちでしっかりと計画を立て、組織の中で、

自分がどのように振る舞わないといけないのかをトレーニングしている。

これは、中学校でも十分できることだと思う。

鈴木教育 長 今のお話を伺い、学校教育でやるべきことは何かをもう一度考えさせ

られる部分があった。今後も各委員には様々な視点からお話しを聞かせ

ていただきたいと思う。

別件となるが、今回、青少年相談事業を拡充させ、メール相談を加え

るということだが、今後、期待することは何か。

小澤青少年センター所長 現在の相談は、来所と電話のみで、相談時間帯が決まっている。メー

ル相談を始めることで、時間外での相談に期待している。

鈴木教育 長 メール相談には誰が回答するのか。

小澤青少年センター所長 青少年センターにいる３名の公認心理師に回答していただく。

鈴木教育 長 メール相談には、メールで返信することになるのか。

小澤青少年センター所長 メール相談には、原則メールで返信するが、ケースによっては、来所

や電話につなげていかなければいけない場合もあるため、臨機応変に対

応する。

鈴木教育 長 11 月 20 日から開始する理由は何か。

小澤青少年センター所長 青少年センター運営協議会が 11 月 12 日にあるため、そちらで手法を

説明してからと考えている。
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鈴木教育 長 ほかにないか。よろしいか。

次に、議事の第６．その他に入るが、本日その他の上程はない。

次に、各委員の皆様から何かあれば発言をお願いしたい。

委 員 見明川中学校の訪問では、まず、学校施設が老朽化し、塗り壁が落ち

かけている部分を白いテープで張りつけ、天井を巨大なラップで覆うな

ど、今まで訪問した学校の中で一番老朽化している印象を受けた。その

ような環境の中でも、授業はきちんとなされており、子どもたちがすく

すくと育っている様子が伺えた。

３年生の音楽授業で、周りの仲間と話し合いをするという授業の際、

１人の女の子が誰とも話していなかった。もしかしたら、その子自身が、

誰とも話したくないということを常々言っていたのかもしれないが、先

生が声掛けをするなどしてもよいと思った。見明川中学校では、静かに

孤立している子どもたちがいるのではないかと、少し心配になった。

次に、市町村教育委員会研究協議会についてだが、今年は、10 月７日

に富山市で開催された。最初に文部科学省の方の行政説明があり、働き

方改革の取り組み状況や、部活動の外部指導員、事務のＩＣＴ化、いじ

め対策、公立学校施設の整備について話がなされた。いじめ対策では、

24 時間こどもＳＯＳダイヤルを開設し、子どもたちの相談がいつでもで

きるという環境づくりがなされていた。また、学校施設の整備に関連し

ては、エアコンと洋式トイレの設置、ＩＣＴ等、各市町村の申請により

国から補助金が受けられるため、補助金を活用し、整備を進めてほしい

とのお話であった。とくに興味深かったのは、新時代の初等中等教育の

あり方についてで、来年４月から新しい教科書を使用することになるが、

文部科学省では、もうその次の教科書について審議会で話し合われてい

るということであった。定例会でも話題が出ているが、学級担任制と教

科担任制についてや、習熟度別指導というのも明文化されるようである。

今は、算数なら算数だけを、理科であれば理科だけを指導しているが、

これを横断的にしていく方法も考えているそうである。日本でもいつの

間にかＳＴＥＭ教育を重視するようになったようである。
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鈴木教育 長 日本は、文科系の大学に進学する子どもが多い。義務教育で理科や数

学が好きな子どもは、６、７割いるが、文科系の大学への進学を希望す

ると、せっかく資質がありながら、理Ⅲや数Ⅲを学習しなくなってしま

う。

委 員 また、外国人の子どもの指導体制のあり方を話し合われているようで

ある。対処するためには、現行の制度では難しく、教師のあり方や教員

養成、教員免許も見直す必要があるということが話し合われているよう

である。ただ、やはり中心となるのは、ＩＣＴ教育で、個別で教育や支

援の必要な子どもたちへの教育で、より効果的であるということであっ

た。その後の講演会では、東北大学の堀井教授にご講演いただいた。Ｉ

ＣＴは、科目としては特別に感じられるが、全ての教科に使用すること

が可能で、Society5.0 時代に合う子どもを育てていくには、もうＩＣＴ

教育を学校全体でどのように取り組んで行くかを考えていかなければな

らないと話されていた。

私は、消防団に入っており 20 代 30 代の方たちとも話をしているが、

やはりその方たちが受けていた教育でさえ今の子どもたちの教育とは全

く異なっている。また、この先の何年間でまた差が出てしまうと思う。

先生方には、今後の社会の変容を描いていただきながら、子どもたちに

指導いただき、浦安で教育を受けた子どもたちが世界で羽ばたけるよう

になってほしいなと思う。

須賀教育施設課長 先ほど委員より見明川中学校の老朽化について意見をいただいたが、

各学校が出来てから 30 年、40 年が経過し、見明川中学校と同様に老朽

化が進んでいる学校が何校かあるが、それらの学校については、順次改

修を進め、良い環境で授業が受けられて、働けるというような形で施設

の改修等を進めていきたいと考えている。

白石教育総務部長 見明川中学校、美浜北小学校の２校については、今年度中に施設の改
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修を行う。今までのような大規模改修ではないが、修繕が必要なところ

は、全て改修したいと考えている。

委 員 個人的に先日、我孫子市の布佐中学校に行き、授業を見学させていた

だいた。布佐中学校では、総合の時間を活用し、グローバルピースとい

う選択制の授業を実施しており、地域の伝統芸や、留学、平和学習に参

加して現在、大学生や社会人になった方を招き、選んでくれた子どもた

ちの前で講義が行われていた。２限連続の授業で、年に何回か実施して

いるようである。また、布佐中学校の近くに小学校が２校あり、中学校

の生徒が、平和の話を小学校リレー講座という形式で実施されているよ

うだ。今後、戦争を知る世代がいなくなってしまうため、平和が大事で

あることを子どもたち自身が体感し、自分で語ることで再認識し、それ

を継続していくことでその輪を広げるような取り組みがなされる必要が

あると思う。

鈴木教育 長 以上で令和元年浦安市教育委員会第 10 回定例会を閉会する。

閉 会 （午後４時 13 分）


